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（申請タイプ） 

 

 

【地域の基礎データ】 

人口：130,915 人（胆江地方／令和２年 3 月末現在） 

68,844 人（田辺市／令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：31.9％（胆江地方／平成 27 年 1 月 1 日現在） 

33.2％（田辺市／令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（稲作、畜産） など（胆江地方） 

農業、漁業、林業 など（田辺市） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：21 名（1 回生：2 名、2 回生：8 名、 

3 回生：8 名、4 回生：3 名） 

活動期間：平成 26 年 6 月～ 

担当教員：藤田武弘 

 

1．活動実施の経緯 

 「農村ワーキングホリデー」は、農業や農村に関心をもつ都市住民が、繁忙期の農作業を
無償で手伝う代わりに農家から寝食の提供を受けるというもので、参加者と農家との深い
交流を特徴とする“日本型グリーン・ツーリズム”のなかでも、最も「鏡効果（他者との交流
を通じてみた日常生活に潜む価値への気づき等）」の高い取り組みである。学生を参加者と
する域学連携型の農村ワーキングホリデーは、次世代の若者たちが、農業・農村が直面する
地域課題を当事者意識をもって理解する機会を提供するとともに、多世代間の交流による
「鏡効果」により地域のコミュニティが活性化するなどの変化が期待されている。 

2．活動の内容 

 今年度、岩手プログラムについては、当初段階から現地での活動実施やセミナー開催等の
通常行事を見送ったために、ほとんど活動はできなかった。 

ただし、和歌山プログラム（田辺市）については、事前学習会の開催（オンライン）に加
えて、昨年度に引き続き現地でのみかんの収穫作業時期に合わせて、宿泊施設から各農園に
通い作業に赴く形での「泊業分離型」のワーキングホリデーを学部の LIP 活動ガイドライ
ンに準拠した形で実施した（2 泊 3 日）。 

3．活動を通じて 

 昨年度に引き続いて、コロナ禍のもとでの実施により通常の対面による活動ができなか
った（または、「泊業分離」のため農家との交流が極めて限定された）ことから、通常期待
される交流による「鏡効果」の検証作業を行うことは難しかった。ただし、昨年度からの連
続参加者も半数程度含まれていたことから、限られた意見交換等の機会ではあったものの、
貴重な交流機会となったと考えられる。オンラインでの活動は、事前・事後学習の機会とし
ては有効であり、対面活動復活後のハイブリッド型の取り組みにも活かせる成果を得たと
考えている。 
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4．成果物（ポスター） 


